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研究課題名（英文） Intravenous anesthetics effects through orexins. 
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レキシン A を投与したところ、脳波が burst 
suppression か ら 覚 醒 脳 波 に 変 化 し た
(Yasuda et al., 2003)。オレキシン A と B
のラットの脳室内投与がペントバルビター
ル、チオペンタール、フェノバルビタールの
麻酔時間を短縮した(Kushikata T et al., 
2003)。Ataxin マウスでイソフルラン及びセ
ボフルラン麻酔からの覚醒時間が優位に延






























































コントロール 199±58 秒、ataxin マウス 500
±83 秒）と覚醒までの時間（平均±標準誤
差：コントロール 2002±201 秒、ataxin マウ
ス 3323±452秒）がともに有意に延長した（コ
  













(3) ataxine マウスへのクロニジンの投与 
クロニジン投与により orexin/ataxin-3マ
ウスでは入眠までの時間平均±標準誤差：コ
ントロール 429±97 秒、ataxin マウス 671±
43 秒）と覚醒までの時間平均±標準誤差：コ
ントロール 3841±139 秒、ataxin マウス 5659
±572 秒）が有意に延長した（コントロール；












の活動性が低い Light phase で行った実験で
あり、同じ実験を dark phase では異なった












ルコレプシーの患者の retrospective chart 
review で、治療されている 27 人では抜管ま
での時間および PACU 滞在時間は正常患者と
差がなかった（J of Clin Anesth 2005; 
17:21-25 ）との報告もあり、人においても
オレキシンが麻酔からの覚醒に関与してい
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